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【国際特許分類】
   Ｃ２１Ｄ   9/40     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   6/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  38/52     (2006.01)
   Ｃ２１Ｄ   1/06     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   8/26     (2006.01)
   Ｆ１６Ｇ   5/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２１Ｄ    9/40     　　　Ａ
   Ｃ２１Ｄ    6/00     　　　Ｍ
   Ｃ２２Ｃ   38/00     ３０２Ｎ
   Ｃ２２Ｃ   38/52     　　　　
   Ｃ２１Ｄ    1/06     　　　Ａ
   Ｃ２３Ｃ    8/26     　　　　
   Ｆ１６Ｇ    5/16     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月14日(2018.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無段変速機用の駆動ベルト（３）においてまたは無段変速機用の駆動ベルト（３）とし
て使用するためのマルエージング鋼から形成された無端のフレキシブルリング（３２）の
同時の時効およびガス窒化のための方法において、前記フレキシブルリング（３２）の前
記マルエージング鋼は、１７～１９質量％のニッケル、４～８質量％のモリブデン、４～
１４質量％のコバルト、０．５～２．５質量％のクロム、０．４質量％以下のチタンまた
は２質量％以下のアルミニウムと、バランス鉄と、不可避の汚染物とからなり、同時の時
効およびガス窒化は、５００℃よりも高い温度および１～５体積％のアンモニアを含むガ
ス雰囲気において行われることを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記同時の時効およびガス窒化は、５１５～５２５℃の範囲の温度で５５～７５分間行
われることを特徴とする、請求項１記載のマルエージング鋼から形成された無端のフレキ
シブルリング（３２）の同時の時効およびガス窒化のための方法。
【請求項３】
　前記フレキシブルリング（３２）は、０．１８～０．２０ｍｍの範囲の厚さを有し、
　前記フレキシブルリング（３２）には、２５～３５ミクロンの範囲の厚さを有しかつ５
００～５７５ＨＶ１．０の範囲のコア硬さを有する、窒化された表面層が設けられており
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、該窒化された表面層には窒化クロム析出物が存在することを特徴とする、請求項１また
は２記載のマルエージング鋼から形成された無端のフレキシブルリング（３２）の同時の
時効およびガス窒化のための方法。
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